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１．品川区の現状 

１－１．市街地形成のあゆみ 
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        （現在の住所：港区白金台 5丁目周辺） 

讃岐高松藩（12 万石）大名下屋敷

は、明治時代には火薬庫となり、海軍

省・陸軍省の管理を経て、大正 6 年

（1917）宮内省帝室林野局に所管さ

れ、白金御料地と呼ばれた。 

その後、昭和 24 年文部省の所管と

なり、「天然記念物及び史跡」に指定

され、昭和 37 年国立科学博物館附属

自然教育園として現在に至る。 

安政 3 年（1856 年）頃の大名屋敷と現在の土地利用 

①讃岐高松藩 

大名屋敷跡

現在の土地利用と関連がある大名屋敷

①

②

③

④

⑤

        （現在の住所：品川区東五反田 5丁目周辺） 
備前岡山藩主池田家（31万 5千石）の下屋

敷は、大崎村の高台にあったことから、「大

崎屋敷」「池田山」と呼ばれた。 

廃藩置県後も池田家の屋敷として使用さ

れ、現在は高級住宅地となっている。 

また、皇后陛下のご実家・旧正田邸跡は、

区立公園「ねむの木の庭」として利用されて

いる。 

②備前岡山藩 

        （現在の住所：品川区東五反田 3丁目周辺） 

陸奥仙台藩（62 万石）大名下屋

敷は、明治初年に島津家の所有とな

り、大正時代に島津邸が建築され

た。 

戦災を免れた邸宅は、昭和 29 年

まで GHQ に使用され、昭和 36 年よ

り清泉女子大学の所有となり、現在

でも使用されている。 

③陸奥仙台藩 

       （現在の住所：品川区北品川 5丁目周辺） 

因幡鳥取藩（32万 5千石）大名下屋敷は、御殿山の

高級住宅地となっている。 

御殿山という地名は、江戸初期に将軍家が建立した「品

川御殿」が由来といわれている。 

④因幡鳥取藩

       （現在の住所：品川区豊町 2丁目周辺） 

元は肥後熊本藩（54 万石）の下屋敷であったが、天保 13 年に伊予松山

藩（15万）大名下屋敷となった。 

明治 23年に三井家の所有となり、昭

和 10 年に荏原区に寄付された。 

現在は、戸越公園として区民に親し

まれるとともに、広域避難場所にも指

定され、地域の防災拠点となっている。 

⑤伊予松山藩 

江戸時代（安政 3年（1856 年）頃）、

品川区内には 27の大名屋敷が設けら

れ、そのほとんどが下屋敷として、

国元からの物資の荷揚げ･保管、他の

藩邸への食料･建築資材などの供給、

そして藩主家族の別邸として使用さ

れていた。 

品川区内の下屋敷の特徴として

は、海が望める高台という地勢にち

なみ、別邸の性格を持つものが多か

った。 

このうちのいくつかは、現在の土

地利用に影響を与えているところが

あり、品川区の市街地形成における

特徴のひとつとなっている。 

←現在の戸越公園 
現在の御殿山→

←清泉女子大学 

資料：しながわの大名下屋敷（品川区教育委員会）より作成 
   品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 
   品川の地名（品川区教育委員会）より作成 
   しながわ WEB 写真館より作成 

←ねむの木の庭 

池田山公園

←自然教育園 
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市街地の広がりⅠ 

①明治前期の品川 資料：品川区史 資料編 地図統計集 明治 14年測図より作成 

   品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 
   品川の古道（品川区教育委員会）より作成 
   品川区 HP 江戸時代の道 より作成 

品川ガラス工場

品川白煉瓦工場

東

海

道

中
原
街
道

市街地形成要因 

市街地の形成 

■この時代の道路 

 東海道 
 中原街道 
 品川道 
 国道・県道・里道を定める（明治 6年） 

■インフラ（鉄道） 

 新橋～横浜（明治 5年） 
 品川～赤羽（明治 18年）目黒駅開業 
 新橋～神戸（明治 22年） 

■産業 

 目黒川流域に品川ガラス工場（明治 6年立地）の関連工場とし
てレンガ工場（品川白煉瓦工場）が立地（明治 20年） 

 その後、目黒川流域の工業の発展（製薬工業）に結びつく（明
治 40 年代） 

■宅地の広がり 

 目黒川の水運の利便性等により流域への工業の発展が進み、こ
れらが、その後の目黒川流域での宅地拡大につながる

水田

畑

商家

竹林

荒地

町村役場

製造所

学校

寺

神社

病院

墳墓

②明治後期から大正時代の品川 

■経済・社会 

 日清、日露、第一次大戦による工業の発展 
■インフラ（道路･面整備） 

 国道認定（明治国道）44路線（明治 18 年） 
 東海道が国道に認定（明治 18 年） 
 道路法の制定、大正道路を定める（大正 8年） 
 耕地整理の始まり（明治 45 年～） 

■インフラ（鉄道） 

 京浜急行線 六郷橋～大森海岸（明治 34年） 
      大森海岸～北品川（明治 37年） 

 大崎駅（明治 34年）、五反田駅（明治 44年）、
大井町（大正 3年）駅開業 

■インフラ（河川・運河） 

目黒川を利用した物資の運送 

資料：品川区史 資料編 地図統計集 明治 42年測図（品川）より作成
   品川区史 資料編 地図統計集 大正 11年測図（大森）より作成
   品川の歴史（品川区教育委員会）より 

   国土交通省 横浜国道事務所 HPより 

明治護謨

森永製菓

日本精工

高砂鐵工

荏原製作所

星製薬

日本ペイント

東京電気

後藤毛繊

三共製薬

品川白煉瓦工場

明電舎 

市街地形成要因

水田

畑

商家

竹林

荒地

町村役場

製造所

学校

寺

神社

病院

墳墓

■産業 

 目黒川流域工業（機械、金属、化学等）の発展
 明電舎（明治 45年）、日本精工（大正 3年）、荏
原製作所（大正 9年）などの開業 

 目黒川上流から大崎にかけて下請け町工場の立
地 

■宅地の広がり 

 明治後期には、耕地整理の土地へ工業、人の進
出がはじまり、徐々に内陸に市街地が拡大 

 住工混在市街地のはじまり 
 目黒川（上流まで）沿い、駅・京浜急行線の開
業により鉄道沿線を中心に市街化 

市街地の形成

日本酸素

京
浜
急
行
線
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市街地の形成 

■宅地の広がり 

 耕地整理が行われた地域（特に荏原地区）へ被災者が流入
し、結果的に市街地が拡大したことが、現在の密集市街地

のもととなる 

 私鉄開通により沿線の市街化が進行し、浸水被害の可能性
のある河川・用水沿いの低地部も市街化 

 耕地整理地域への人の流入、私鉄開通による市街化などが
重なり、商店街の形成につながっていった 

市街地形成要因

■戦災復興 

 戦災復興都市計画道路の決
定（昭和 21 年） 

 戦災復興の土地区画整理事
業（品川区内 4箇所） 

 戦後の引揚げ、復員、転入等
により、昭和 22 年～35年に

かけ、人口が急激に増加 

■インフラ（鉄道、埋立地） 

 品川ふ頭、大井ふ頭の埋立 
■高度経済成長期 

 東西方向の道路が未発達で
あることなど交通課題が顕

在化 

 工場や住宅が密集し、緑地の
喪失や空地の不足など都市

的課題が発生 

 工場等制限法などにより工
場の新増設が厳しくなり、工

場が減少 

市街地の形成 

■産業 

 埋立地に火力発電所や流通系施設が立地 
■宅地の広がり 

 戦災復興の土地区画整理で新しい市街地の形成 
 耕地整理区域は、戦前の区画が残り密集市街化 
 高度経済成長期後半には人口減少 
 八潮地区（昭和 58 年より入居開始）への住宅団地建設 

大東京都市計画道路網（昭和 2年計画決定）

昭和初期に開通した鉄道 

昭和初期に開業した駅 

市街地の広がりⅡ 

④高度経済成長期の品川 資料：品川区史 資料編 地図統計集 昭和 43年測図より作成 
   品川区全図（都市計画図）（昭和 228 年）より作成 

   昭和 38,39,41 年 東京都による都市計画道路に関する資料より作成 
   甦えった東京 東京都戦災復興土地区画整理事業誌（東京都）より作成
   品川区資料（耕地整理）より作成 
   総務省 国勢調査（各年）より作成 

市街地形成要因 

■経済・社会 

 関東大震災後の復興 
■インフラ（道路･面整備） 

 大東京都市計画道路網（昭和 2年） 
■インフラ（鉄道） 

 目蒲線（大正 12年） 
 大井町線、池上線（昭和 2年） 
 京浜急行線 品川駅乗り入れ（昭和 8年） 
 品鶴線（昭和 4年） 

資料：品川区史 資料編 地図統計集 昭和 4年測図（品川）より作成 
   品川区史 資料編 地図統計集 昭和 3年測図（大森）より作成 
   品川の歴史（品川区教育委員会）より 

   大東京都市計画道路網図（東京市：昭和 2年） 
   品川区資料（耕地整理）より作成 

③昭和初期の品川 

大井町線 
昭和 2年開業 

池上線 
昭和 2年開業 

京浜急行線 
品川駅乗入 昭和 8年

品鶴線 
昭和 4年開業

目蒲線 
大正 12年開業 

耕地整理区域 

●品川区の人口推移 

397,302

427,859

373,341

288,545

346,247

423,015

357,732

366,058

419,403

219,500

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

S15 S22 S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60

人
口
（人
）

昭和 6年～昭和 20年までに造成

昭和 21年～昭和 35年までに造成

昭和 36年～昭和 45年までに造成

昭和 46年以降に造成

戦災復興による都市計画道路

耕地整理区域 

戦災復興の土地区画整理事業 

（決定 昭和 21年）

（昭和 22年～43年）
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地区計画

都市防災不燃化促進事業（事業中）

防災生活圏促進事業

都市防災不燃化促進事業（事業完了）

密集住宅市街地整備促進事業（事業中）

密集住宅市街地整備促進事業（事業完了）

都市再生緊急整備地域

安全な市街地整備

事業中地区

事業完了地区

都市活性拠点･地域生活拠点等の整備

武武武武武蔵蔵蔵蔵蔵小小小小小山山山山山駅駅駅駅駅

戸戸戸戸戸越越越越越公公公公公園園園園園駅駅駅駅駅

旗旗旗旗旗ののののの台台台台台駅駅駅駅駅

目目目目目黒黒黒黒黒駅駅駅駅駅

五五五五五反反反反反田田田田田駅駅駅駅駅

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅

大大大大大森森森森森駅駅駅駅駅

品品品品品川川川川川駅駅駅駅駅

大大大大大井井井井井町町町町町駅駅駅駅駅

品品品品品川川川川川区区区区区役役役役役所所所所所
目目目目目
黒黒黒黒黒
川川川川川

立立立立立会会会会会川川川川川

荏荏荏荏荏原原原原原北北北北北・・・・・西西西西西五五五五五反反反反反田田田田田地地地地地区区区区区

戸戸戸戸戸越越越越越・・・・・豊豊豊豊豊町町町町町地地地地地区区区区区

林林林林林試試試試試ののののの森森森森森公公公公公園園園園園周周周周周辺辺辺辺辺地地地地地区区区区区

補補補補補助助助助助2222266666号号号号号線線線線線そそそそそののののの22222地地地地地区区区区区

滝滝滝滝滝王王王王王子子子子子通通通通通りりりりり地地地地地区区区区区

戸戸戸戸戸越越越越越公公公公公園園園園園一一一一一帯帯帯帯帯周周周周周辺辺辺辺辺地地地地地区区区区区

戸戸戸戸戸越越越越越11111・・・・・22222丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

旗旗旗旗旗ののののの台台台台台・・・・・中中中中中延延延延延地地地地地区区区区区

東東東東東中中中中中延延延延延11111・・・・・22222丁丁丁丁丁目目目目目、、、、、
中中中中中延延延延延22222・・・・・33333丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

二二二二二葉葉葉葉葉33333・・・・・44444丁丁丁丁丁目目目目目・・・・・
西西西西西大大大大大井井井井井66666丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

豊豊豊豊豊町町町町町44444・・・・・55555・・・・・66666丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

荏荏荏荏荏原原原原原北北北北北地地地地地区区区区区
補補補補補
助助助助助
2222266666号号号号号
線線線線線
地地地地地
区区区区区

補補補補補
助助助助助
4444466666
号号号号号
線線線線線
品品品品品
川川川川川
地地地地地
区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口CCCCC地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口EEEEE南南南南南地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口南南南南南地地地地地区区区区区

東東東東東品品品品品川川川川川四四四四四丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

東東東東東品品品品品川川川川川二二二二二丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

東東東東東西西西西西自自自自自由由由由由通通通通通路路路路路（（（（（大大大大大井井井井井町町町町町駅駅駅駅駅ビビビビビルルルルル内内内内内）））））

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅東東東東東口口口口口第第第第第１１１１１地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅東東東東東口口口口口第第第第第２２２２２地地地地地区区区区区

品品品品品川川川川川駅駅駅駅駅東東東東東口口口口口地地地地地区区区区区

北北北北北品品品品品川川川川川四四四四四丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

東東東東東五五五五五反反反反反田田田田田二二二二二丁丁丁丁丁目目目目目第第第第第22222地地地地地区区区区区

西西西西西五五五五五反反反反反田田田田田三三三三三丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口EEEEE東東東東東地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅東東東東東口口口口口第第第第第33333地地地地地区区区区区

東東東東東五五五五五反反反反反田田田田田二二二二二丁丁丁丁丁目目目目目第第第第第11111地地地地地区区区区区

大大大大大井井井井井町町町町町駅駅駅駅駅東東東東東口口口口口第第第第第一一一一一地地地地地区区区区区

西西西西西大大大大大井井井井井一一一一一丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

旗旗旗旗旗ののののの台台台台台一一一一一丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

大大大大大崎崎崎崎崎駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口中中中中中地地地地地区区区区区

西西西西西大大大大大井井井井井駅駅駅駅駅前前前前前南南南南南地地地地地区区区区区

南南南南南大大大大大井井井井井六六六六六丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

小小小小小山山山山山台台台台台一一一一一丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

北北北北北品品品品品川川川川川五五五五五丁丁丁丁丁目目目目目第第第第第11111地地地地地区区区区区

目目目目目黒黒黒黒黒駅駅駅駅駅前前前前前地地地地地区区区区区

大大大大大井井井井井町町町町町西西西西西地地地地地区区区区区

戸戸戸戸戸越越越越越一一一一一丁丁丁丁丁目目目目目地地地地地区区区区区

武武武武武蔵蔵蔵蔵蔵小小小小小山山山山山駅駅駅駅駅東東東東東地地地地地区区区区区

品品品品品
川川川川川
区区区区区
中中中中中
原原原原原
街街街街街
道道道道道
地地地地地
区区区区区

大大大大大井井井井井町町町町町駅駅駅駅駅西西西西西口口口口口ＤＤＤＤＤ-----11111地地地地地区区区区区
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品川区の近年の市街地整備 

資料：品川まちづくりマップより作成 
   品川区 HP 地区計画 より作成 
   しながわ WEB 写真館より作成 

市街地整備の要因 

■東京都などの施策 

 大崎・五反田を副都心に位置づけ（東京都長期
計画 昭和 57年） 

 大崎駅周辺地域が、東京のものづくり産業を先
導する拠点として、都市再生緊急整備地域に指

定（平成 14 年） 

 市街地火災の延焼を防止する都市づくり（都市
防災施設基本計画 昭和 56 年） 

 逃げないで住む安全で安心して住める市街地
形成（防災都市づくり推進計画 平成 7年） 

 市街地の不燃化整備、「壊れない」都市づくり
等（防災都市づくり推進計画改定 平成 22年） 

■インフラ（鉄道） 

 りんかい線の開通（平成 14 年） 

市街地整備 

 八潮地区（昭和 58 年より入居開始）への住宅
団地建設 

 市街地再開発事業による拠点等の都市基盤整
備 

 木造住宅密集地域等での防災性確保のための
安全な市街地整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民住宅（ファミーユ西五反田）

 

 

 

 

 

 

 

 

りんかい線（天王洲アイル駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大崎駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵小山駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

西大井駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

大井町駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

品川シーサイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

天王洲アイル 
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都市計画道路の変遷 

①大東京都市計画道路網（昭和 2年） 

 震災復興のなかで、東京市により
「大東京都市計画道路網」が告示さ

れ、幅員 22m 以上の幹線道路と補助

線が計画された 

 品川区では、左図のような路線が計
画され、現在の山手通り、第一京浜、

中原街道、池上通り、補助 26 号、

補助 46号などが計画された

大東京都市計画道路網（昭和 2年） 

山手通り
中原街道 

第一京浜

池上通り

補助 26 号

補助 46 号 

資料：大東京都市計画道路網（昭和 2年）より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大東京都市計画道路網図（昭和 2年）」より引用 

 
 

②戦災復興による都市計画道路

戦災復興時の都市計画道路 

 昭和 5 年から昭和 18 年にかけて、細道
路の都市計画決定により密な都市計画

道路網となっている 

 現在の第二京浜、海岸通りなどが、この
ときに計画されている 

第二京浜

海岸通り

資料：品川区全図（都市計画図）（昭和 28年）より作成
   品川区内部資料より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「品川区全図（都市計画図）（昭和 28年）」より引用 

明治 9年 国道・県道・里道を定める 
 国道はすべて東京を基点とし、三等級に区分（路線の指定なし）

明治 18年 等級廃止、44路線が国道認定（幅員を 7間（12.7m）と定める）
明治 22年 市区改正計画の告示（東京市） 
 316 路線、延長 560km の道路計画を決定（対象区域：現山手線

内および台東区、墨田区、江東区の明治通り以内） 
明治 36年 市区改正新設計告示（東京市） 
 計画規模を縮小（86路線） 

大正 8年 道路法の制定 
 明治期の道路路線廃止、新たな国道（大正国道）を定める（64

路線） 

大正 9年 「第一次道路改良計画」を実施するが、関東大震災により頓挫
 市街地建築物法の施行（告示建築線 ～昭和 14年） 
大正 10年 街路修築計画決定（東京市） 

 82 路線、延長 105km の都市計画道路を決定 
昭和 2年 大東京都市計画道路網を決定 
 「放射、環状、補助」の呼称が用いられる 

環六（山手通り）、環七、環八が計画決定

昭和 5年 細道路網の計画が始められる（東京市）（～昭和 18年）
 路線数は 1,000 路線を超える 
昭和 9年 「第二次道路改良計画」を実施するが、不況と戦時体制

への移行により頓挫 
昭和 21年 戦災復興都市計画道路の決定 
 34放射、9環状、124 補助線、延長約 500km を決定 

 幹線道路の幅員 40～100m、補助線 20～36m という広幅員
の計画 

昭和 25年 都市計画道路の大幅な幅員縮小 

 街路計画面積約 30％減小、幹線は概ね半分の幅員 
昭和 34年 都市高速道路都市計画決定 
 8路線 71km 

資料：国土交通省道路局 HP 「道の歴史」より作成 
   東京都建設局道路建設部 HP「東京の道路整備の歴史」より作成

資料：国土交通省道路局 HP 「道の歴史」より作成 
   東京都建設局道路建設部 HP「東京の道路整備の歴史」より作成
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③昭和 38から 41年の見直しによる都市計画道路 

 激増する自動車交通に対処
するため、高速道路計画の

樹立とともに、平面街路と

しては、能率的かつ経済的

な街路網の再編成を目指し

て計画の再検討が行われた

 幹線道路間を結ぶ路線の多
くが廃止（図中の茶色）と

なり、大幅に路線数が減少

した 

 南北方向より東西方向の幹
線道路網が少なくなった 

昭和 38年～41年の都市計画道路 

昭和38年～41年で廃止された都市計画道路

④現在の都市計画道路 

 昭和38年から41年の見直しによる都市計画道路
と比較すると、大井ふ頭などの埋立地と高速道路

などを除いては、ほとんど変化はなく、現在の幹

線道路網計画の骨格は、昭和 38年から 41年の見

直しで形成されている 

 補助 163 号が JR大井工場沿いに変更され、現在、
優先整備路線に位置づけられている 

資料：東京都市計画街路網図（昭和 42年）より作成 
   品川区都市計画図（平成 23年 1月作成）より作成 

資料：東京都市計画街路網図（昭和 42年）より作成
品川区内部資料より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 38年～41年の都市計画道路

現在の都市計画道路 

※ 橙と緑が重なっている路線は、昭和
38年～41年の変更による都市計画道

路と現在の都市計画道路が同一の路
線であることを示している 

「東京都市計画街路網図（昭和 42年）」より引用 

昭和 36年 緊急道路整備計画（道路整備の促進、道路の立体化など）

 オリンピック関連街路の整備（～昭和 40年） 
昭和 39年 効率的かつ経済的な道路を目指し、都区部都市計画道路の

再検討 

 環状 6号線の内側を決定 
昭和 41年 環状 6号線の外側を決定 
 36 放射、11環状、294 補助線を決定 

 細道路の大部分を廃止 

資料：東京都建設局道路建設部 HP「東京の道路整備の歴史」より作成
   都市計画概要 昭和 42年（東京都）より作成 

昭和 56年 東京都区部全域の都市計画道路の見直し 
 47 路線 51箇所の変更を次の基本目標のもと実施 
 「都市防災の強化」「都市機能の確保」「地域環境の保全」

「都市空間の確保」 
平成 16年 第三次事業化計画における優先整備路線（品川区内） 
 放射 2号線（補助 151 号線～補助26号線） 

 放射 18号線（環状 6号線～補助 146 号線） 
 補助 26号線（放射 2号線～東急目黒線） 
 補助 28号線（放射 19号線～補助162 号線） 

 補助 163 号線（百反通り～補助 26号線） 
 補助 163 号線（交通広場） 

資料：東京都建設局道路建設部 HP「東京の道路整備の歴史」より作成

6



第二回品川区まちづくりマスタープラン策定委員会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

耕地整理の概要 

関東大震災（大正 12 年）
罹災者の移転 

目蒲線（大正 12年開業）

池上線（昭和 2年開業）

大井町線（昭和 2年開業）

工
業
の
発
展
に
よ
る

工
場
、
人
の
進
出

内陸部の農村地域では、農地としての利用を促進する

ため、耕地整理が実施された。 

耕地整理により、大正 7 年ごろには品川区地域のほと

んどの水田は短冊型に整理された。 

短冊型に整理された耕地整理地域は、工場や住宅を建

てるのにも好都合であり、明治後期から大正時代にかけ

ての戦争による工業の発展に伴い、耕地整理を行った土

地へ工場、人の進出が始まり、内陸部へ市街地が拡大し

ていった。 

関東大震災（大正 12 年）の罹災者が大量に耕地整理

を行った土地へ移転し、品川区の人口は以下のように、

大きく増加した。 

 

・品川区の人口（品川区の歴史 p206 より） 

  大正9年 121,077人 → 大正14年 206,973人

 

このなかでも、荏原地区（当時の平塚村）は、道路･

交通機関の施設が周辺より貧弱で、純然たる農村の姿の

ままでいたため地価が安かったことや、市街地建築物法

が平塚村に適用されなかったことにより、人口増加が著

しかった。 

さらに、目蒲線（大正 12年）、大井町線（昭和 2年）、

池上線（昭和 2年）の開業により、市街地の形成が加速

された。 

 大正10年の工場の分布

【耕地整理の特徴】 

・農地を目的としているため、区画が広い 

→区画の奥の住宅には狭隘道路で接続されて

いる（緊急車両が進入できない） 

・隅切りがない 

→自動車等が曲がりづらい（緊急車両が通行

できない） 

・公園が計画されていない 

→防災上問題がある 

 

 

都市基盤が不十分で密集市街地となっている 

耕地整理区域

昭和初期の鉄道路線

昭和初期の鉄道駅 

大正 8年ごろの大崎町の工場（品川の歴史 p192 より）

資料：品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 
   品川区史 資料編 地図統計集 品川区の工業より作成 
   品川区資料（耕地整理）より作成 

【耕地整理とは】 

細分化・分散されている耕地を交換分合、

区画形状の変更および道路の整備、区画整

理灌漑用水の改良などを進めるもの。 

 

上蛇窪耕地整理の図面（一部）

約 40m

約
40
m
 

4.36m

隅切りなし

 

平塚村耕地整理の図面（一部）

隅切りなし

約
50
m
 

約 40m 

3.6m 

【戸越公園周辺の宅地分譲に関する資料】 

昭和 5 年から三井信託株式会
社（現中央三井信託銀行）によ
り、当時としては大規模な戸越
分譲地開発が行われた。 

株式会社オオバの資料より 

工業の発展による工場、人の進出

資料：品川区史 資料編 地図統計集 品川の工業より 
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事業目的：街廊の造成、道路の適正配置、宅地規模の適正化、未利用地の宅地化 

施行面積：33.68ha        施行年度：昭和 22～41年度 

公共施設：放射 1号線（幅員 40m）、環状 6号線（幅員 40m） 

     公園 4箇所（1,639m2）、駅前広場（6,837m2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業目的：街廊の造成、 

宅地規模の適正化、 

未利用地の宅地化、 

過密住宅地の解消 

施行面積：11.85ha 

施行年度：昭和 25～43 年度 

公共施設：補助 26号線（幅員 15m） 

補助 28号線（幅員 15m） 

     公園 1箇所（2,044m2） 

駅前広場（7,738m2） 

 

事業目的：街廊の造成、宅地規模の適正化、未利用地の宅地化、

過密住宅地の解消 

施行面積：3.36ha     施行年度：昭和 25～31 年度 

公共施設：区画街路（幅員 12m）、区画街路（幅員 7m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業目的：街廊の造成、道路網整備、過密住居地解消、 

未利用地の宅地化 

施行面積：58.49ha 

施行年度：昭和 23～37 年度 

公共施設：放射 19号線（幅員 50m） 

補助 27号線（幅員 25m） 

     公園 7箇所（20,646m2）、駅前広場（6,818m2）

土地区画整理の概要 

戦災復興土地区画整理第 5地区 

戦災復興土地区画整理第 26-1 地区

戦災復興土地区画整理第 26-2 地区

戦災復興土地区画整理第 6地区

戦災復興土地区画整理第 5地区 

設計図 現況図 
戦災復興土地区画整理第 6地区

設計図

品川区では、戦災復興の土地区画整理事業が 4箇所で行われている。 

各区画整理事業における、設計図をみると、区画が目的別に整備されていたり、区

画に隅切りがあるなど、市街地として整備されている。 

また、現況と比較すると、おおむね設計図と同様の区画となっていることや、公

園もおおむね計画どおりに設置されているなど、戦災復興での区画整理が、これら

の地区での都市基盤となっていることがわかる。 資料：震災･戦災復興等土地区画整理事業地区の索引図（東京都 HP）より作成 
   甦えった東京 東京都戦災復興土地区画整理事業誌（東京都）より作成 

公園

整備した都市計画道路

戦災復興土地区画整理事業 

【土地区画整理事業】 

土地区画整理事業は、道路、公園、河川等の公

共施設を整備・改善し、土地の区画を整え宅地の

利用の増進を図る事業である。 

資料：国土交通省 HPより作成 

戦災復興土地区画整理第26-2地区

現況図 設計図 

戦災復興土地区画整理第26-1地区
現況図設計図 

現況図
公園

整備した都市計画道路

公園

整備した都市計画道路
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工業の変遷 

①大正10年の工場の分布 

 目黒川の水運を利用して、流域に工業（機
械、金属、化学等）が発展 

 大井町駅、京浜急行線の開業により沿岸部
へ工業が進出 

②昭和 10年の工場の分布 

③昭和 41年の工場の分布

④近年（昭和 62年）の工場の分布

工場の分布

紡織・金属工場の分布

機械工場の分布

電機工場の分布

各種工場の分布

金属・鉄鋼工場の分布

機械工場の分布

電機工場の分布

化学工場の分布

資料：品川区史 資料編 地図統計集 品川区の工業より作成 
   品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 

京
浜
急
行
線

資料：品川区史 資料編 地図統計集 品川区の工業より作成 
   品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 

 目黒川流域、沿岸部のさらなる工業の発展
 耕地整理により基盤が整備されていたこ
と、関東大震災の罹災者大量移転などによ

り、工場が内陸部へ進出 

 従業員数 30人未満の工場が約 85％ 
 10 数年で工場が 10倍以上に増加 

開業していた鉄道

開業していた鉄道

 戦後の高度経済成長などにより、区内全域に
工場が広がる 

 埋立地部分にも工場が進出 
 従業員数 30人未満の工場が約 90％を占める
従業員 100 人以上の工場も増加している 

大正 13年の品川区の工業 

・工場数 73 件 

・機械機具が最も多い 

昭和 10年の品川区の工業 

・工場数 1,054 件 

・従業員 30人未満の工場数 898 件 

・従業員 100 人以上の工場数 36 件 

・機械機具、金属工業の割合増加 

・繊維・紡織が減少 

昭和 41年の品川区の工業 

・工場数 5,284 件 

・従業員 30人未満の工場数 4,753 件 

・従業員 100 人以上の工場数 123 件 

・機械機具の割合が減少し金属が増加 

 工業等制限法などにより工場の新増設
が厳しくなり、工場数が減少している

 従業員数30人未満の工場の割合は93％
以上と、小規模工場が圧倒的に多い 

 従業員 100 人以上の工場が 90 件とな
り、昭和 41年より微減である 

昭和 62年の品川区の工業 

・工場数 4,420 件 

・従業員 30人未満の工場数 4,117 件

・従業員 100 人以上の工場数 90件 

・プラスチック製品が増加している 

資料：品川区史 資料編 地図統計集 品川区の工業より作成 

 目黒川沿いは、明治・大正・昭和初期にかけて、工
業が中心に発展したため、工業専用地となっている

 戦後、工業用地として埋め立てられたところは、工
業専用地となっている 

 内陸部（荏原地区など）の耕地整理が行われた地域
は、人と工場の進出が同時期であるため、住工混在

の中小工業地となっている 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「首都圏整備計画･都市計画 1964 東京都 土地利用現況」より引用

中小工業地（住工混在）

工業専用地

平成 20年の品川区の工業 

・工場数 1,524 件 

・従業員 30人未満の工場数 1,486 件

・従業員 100 人以上の工場数 7件 

・業種の割合は昭和 62年と同様 
資料：品川の工場（昭和 62年）より作成 
   品川区の統計（2010）より作成 

大正13年の工場数の内訳

その他

23.3%

化学
9.6%

金属工業
11.0%

繊維
12.3%

機械機具

43.8%

昭和40年の工場数の内訳

その他

26.7%

食料品
4.1%

印刷

5.1%

金属製品

20.7%

機械機具

43.3%

昭和10年の工場数の内訳

その他

13.4%

紡織

3.5%

化学

8.1%

金属工業

17.9%

機械機具
57.1%

昭和62年の工場数の内訳

その他

19.7%

印刷

8.8%

プラス

チック製

品

9.7%

金属製品

16.5%

機械機具

45.3%

平成20年の工場数の内訳

その他

18.4%

プラス

シック製

品

10.4%

印刷

10.5%

金属製品

17.1%

機械機具

43.6%
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東京港湾合同庁舎
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籃
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松
中
学
校

泉
岳
寺
駅
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駅

都
下
水
道
局
芝
浦
水
処
理
セ
ン
タ
ー

都下水道局芝浦水処理センター

東
京
水
上
警
察
署

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
品
川
ビ
ル

都立港養護学校

Ｎ
Ｔ
Ｔ
品
川
ツ
イ
ン
ズ

大
蔵
省
税
関
研
修
所
東
京
支
所

東
京
税
関
分
庁
舎

港南小学校

港南中学校

港南幼稚園

東
京
海
洋
大
学

台場駅

水処理センター

船の科学館駅

船の科学館駅

天王洲アイル駅

天王洲アイル駅

郵船ビル

天王洲

東
品
川
郵
便
局

品
川
大
崎

土
木
出
張
所

台場小学校

台場小学校

台
場
幼
稚
園

北品川総合病院

北品川郵便局

高輪学園

泉
岳
寺
駅

北品川駅

品川女子学院

中・高等部

品
川
駅

第三北品川病院

城南中学校

ミャンマー
連邦大使館

セ
リ
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

大
使
館

東海大高輪台高校

東
海
短
期
大
学

高輪台小学校

高輪幼稚園

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

品川税務署

高輪二郵便局

高
輪
警
察
署

事
業
所

品
川
清
掃

パレスチナ大使公邸

スーダン共和国
大使館

明
治
学
院
大
学

東京高輪病院

ロシア

通商代表部

ブルネイ大使館

御
殿
山
幼
稚
園

高輪台駅

高輪台郵便局

白金台分室

厚生省

高輪台駅

頌栄女子学院中・高校

御殿山小学校

清
掃
作
業
所

都
清
掃
局

大
井
清
掃
工
場

八潮北小学校

八
潮
中
学
校

八潮小学校

八潮南中学校

品川八潮

郵便局

八潮南小学校

都下水道局

ＮＴＴ大井ふ頭

別館

都下水道局

八潮ポンプ場
東京貨物

ターミナル駅

東海ポンプ所

大
井
出
張
所

東
京
税
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都下水道局

城
南
第
二
小
学
校

南品川第一郵便局
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セ
ン
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ー

品
川
区
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健

品川小学校

北品川分室

品川清掃事務所

品川警察署

城
南
小
学
校

南
品
川
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郵
便
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術
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都
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専
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学
校

品
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シ
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サ
イ
ド
駅

青
物
横
丁
駅

都立鮫洲工業高校

都立工業高等専門学校

大井土木事務所

関東運輸局

東京陸運支局

警視庁鮫洲運転免許試験場

東
京
航
路
標
識
事
務
所

海
上
保
安
庁

鮫
洲
ポ
ン
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所

都
下
水
道
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警
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大
井
競
馬
場
前
駅

鮫洲駅

エトワール

幼稚園

女子高校

品川エトワール

立会小学校

鮫
浜
小
学
校

品
川
東
大
井
二
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学園
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専門学校

郵
便
局

立
会
川
駅

都立品川聾学校

浜川中学校

鈴
ヶ
森
中
学
校
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事務所
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浜川幼稚園

郵
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品
川
南
大
井

鈴ヶ森
めばえ
幼稚園
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井
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郵
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局
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井
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育
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東芝病院

浜
川
小
学
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鈴
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森
小
学
校

鈴ヶ森小学校

大井第一小学校

第ニ庁舎

南
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理
事
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東
京
都
下
水
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局

山中小学校

品川大井三
郵便局

品
川
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張
所

品川区役所

第三庁舎

品川区役所

大
井
警
察
署

大村病院

大井保健相談所

大井第二区民集会所

幼稚園
あけぼの

大井第二地域センター

聖心女子学院

サ
ン
タ
セ
シ
リ
ア

幼
稚
園

ベラルーシ共和国
大使館

東京大学医科学研究所

付属病院

国
立
公
衆
衛
生
院

白金台駅

港
白
金
台
郵
便
局

ス
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ラ
ン
カ
民
主

社
会
主
義
共
和
国

大
使
館

白金小学校

ＮＴＴ白金

瑞聖寺幼稚園

白金台駅

台北駐日

経済文化代表処

白
金
台
幼
稚
園

関東病院付属高等看護学院

五反田幼稚園

清泉女子大学

管理事務所

しながわ中央公園

品川大井七郵便局

第
二
日
野
小
学
校

大
崎
駅

西
品
川
郵
便
局

品川労働基準

監督署

三
木
小
学
校

青稜中・高校

ＮＴＴ関東病院

五反田駅

品
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田
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便
局

五
反
田
駅

五
反
田
駅

大崎第二地域センター
品川区役所

伊藤中学校

荏原第三中学校

下神明駅

品
川
二
葉

郵
便
局

うさぎ幼稚園

品川社会保険

事務所

芳水小学校

聖美幼稚園

大間窪小学校

大間窪小学校

日本音楽高校

上大崎

シルバーセンター

第三日野小学校

五反田駅

五
反
田
駅

五反田駅

五
反
田
駅

経営開発本部
産能大学

大
崎
広
小
路
駅

大崎警察署

立正大学

立
正
中
・
高
校

大
崎
幼
稚
園

大崎三郵便局

大崎中学校

品川西大井二
郵便局

立
正
大
学

大
崎
中
学
校

品
川
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事
務
所

杜
松
小
学
校
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大
使
館
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国

五
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田
ハ
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ワ
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働
課

インドネシア共和国大使館
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武蔵小山駅（昭和 31年） 

鉄道の歴史 

鉄道路線

駅 

資料：各鉄道会社 HPより作成 
   品川の歴史（品川区教育委員会）より作成 
   品川区の歴史（品川区文化財研究会）より作成 
   しながわ web 写真館より作成 

【品川区の主な鉄道年表】 

明治 5年 新橋駅～横浜駅 開業（現 東海道本線） 

 （品川駅 開業） 

明治 9年 大森駅開業（現 京浜東北線） 

明治 18年 新橋駅～赤羽駅 開業（現 山手線） 

 （目黒駅 開業） 

明治 34年 大崎駅 開業（現 山手線） 

明治 37年 北品川駅～大森海岸駅 開業（現 京浜急行線） 

 （北品川駅、北馬場駅・南馬場駅（現 新馬場駅）、青物横丁

駅、鮫洲駅 開業） 

明治 38年 立会川駅 開業（現 京浜急行線） 

明治 44年 五反田駅 開業（現 山手線） 

大正 3年 大井町駅 開業（現 京浜東北線） 

大正 12年 目黒駅～多摩川園前駅 開業（現 東急目黒線） 

 （不動前駅、武蔵小山駅 開業） 

昭和 2年 大井町駅～大岡山駅 開業（現 東急大井町線） 

 （下神明駅、戸越公園駅、中延駅、荏原町駅、旗の台駅 開業）

 大崎広小路駅～雪ヶ谷駅 開業（現 東急池上線） 

 （戸越銀座駅、荏原中延駅、旗の台駅 開業） 

昭和 3年 大崎広小路駅～五反田駅 開業（現 東急池上線） 

昭和 4年 品鶴線 開業 

昭和 39年 東海道新幹線（東京駅～新大阪駅） 開業 

 浜松町駅～羽田空港駅 開業（東京モノレール） 

 （天王洲アイル駅、大井競馬場前駅 開業） 

昭和 43年 泉岳寺駅～西馬込駅 開業（都営浅草線） 

 （戸越駅、中延駅 開業） 

昭和 48年 東海道貨物線 開業（東京貨物ターミナル駅 開業） 

昭和 61年 西大井駅 開業（品鶴線） 

平成 12年 東急目黒駅～三田駅 開業（都営三田線） 

 東急目黒駅～溜池山王駅 開業（メトロ南北線） 

平成 13年 東京テレポート駅～天王洲アイル駅 開業（りんかい線） 

平成 14年 天王洲アイル駅～大崎駅 開業（りんかい線） 

 （品川シーサイド駅 開業） 

明治元年～明治 20年 開業

明治 19年～明治 45年 開業

大正時代 開業 

昭和元年～昭和 19年 開業

昭和 20年～昭和 39年 開業

昭和 40年～昭和 59年 開業

昭和 60年～平成 9年 開業

JR

私鉄

明治 19年～明治 45年 開業 

大正時代 開業 

昭和元年～昭和 19年 開業 

昭和 20年～昭和 39年 開業 

平成 10年以降 開業 

都営

平成 10年以降 開業 

昭和 40年～昭和 59年 開業

●東海道本線について 

明治政府は、明治 2年に東京
を起点として京都・大阪を経て
神戸に至る鉄道の建設を決定

し、翌 3年着工、5年に新橋～
横浜間が開通した。これが東海
道本線の前身である。 

●京浜急行線について 

日清戦争を経て近代化は、一層激しく
進み、人間、貨物の往来も増加の一途を
たどり、新しい交通機関の必要性が高ま

ってきたために建設された。 
明治後期から大正時代にかけての京浜
工業地帯の形成に密接に関係している。

●東急池上線について 
東京および横浜方面から池
上本門寺、御岳神社、目黒不

動尊への参拝者の輸送および
沿道の開発を目的として建設
された。 

●東急目黒線、大井町線について 
大正7年に創設された田園都市株式会社
は、開発地から都心への交通手段として、

東急目黒線（当時、目蒲線）を建設した。
その後、大井町線の建設を計画し、昭和
2年に開通した。 

●東京モノレールについて 
昭和 39年の東京オリンピック開催で、

日本国内外からの羽田空港利用客の輸送
を目的として建設された。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

大井町駅（昭和 3年） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
池上線五反田駅（昭和 10年） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
旗の台駅（昭和 26年） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

戸越銀座駅（昭和 43年） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
大崎駅（昭和 40年） 

●都営について 

都営浅草線（泉岳寺-西馬込）は、昭
和 43年に開業した。当時、都営浅草線
には本格的な車庫が無かったが、この

区間の開業と同時に、西馬込の車庫・
工場が建設され、都営浅草線全線開業
時に使用された。 

●りんかい線について 
りんかい線は、臨海副都心と新宿・渋
谷等を結び、さらに埼京線との直通運転

を行うことで埼玉、東京、千葉といった
首都圏を結ぶ新鉄道ネットワークを形成
する鉄道として建設された。 
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埋め立ての歴史 

●埋め立ての歴史 

 江戸時代まで旧東海道付近が海岸線 
 昭和 10年代に入り、東品川 2丁目から東大井 1丁目にかけて
埋め立て整備が開始（芝浦運河が形成） 

 同様に、昭和 10年代、勝島が埋めたてられ、勝島運河が形成
された。 

 戦後になると、品川ふ頭（東品川 5丁目）や大井ふ頭（八潮 1
～5丁目）の埋め立てが開始 

 昭和 35年以降、臨海部は北から南へ着々と整備が進められ、
昭和 45年までに現在の品川区の形となる 

 大井ふ頭の埋め立てによって、京浜運河と勝島運河が形成 
 昭和 52 年から昭和 56 年にかけて、勝島運河は、一部が埋め
立てられ、「しながわ区民公園」となる 

 臨海部副都心地域が埋め立てられた後、昭和 57年に東八潮が
品川区に編入 

 平成 5 年に、東品川入江が埋め立てを完了し、東品川海上公
園として整備 

 平成 11年に、大井ふ頭の再整備を目的にふ頭の一部を埋め立
て 

 下水道事業の一環として平成11年に完了した勝島北部や平成
14 年に完了した鮫洲入江の埋め立てを実施 

●今後の計画 

■東京都 

 「東京港第 7次改訂港湾計画」（平成 17年 2月）に基づき、
物流･交流･環境･安全の 4 つの機能が融合した魅力あるみ

なとの実現をめざし整備を実施 

【具体的な施策】 

 外資コンテナふ頭機能の拡充・強化として、船舶の大型
化に対応するため、大井ふ頭の岸壁を増深改良およびふ

頭用地の拡張 

 内資ユニットロードふ頭の再編として、品川ふ頭の岸壁
を増深改良 

 「運河ルネッサンス推進地区」である「品川浦・天王洲」
「勝島･浜川・鮫洲」では、運河の魅力や賑わいを創出

する施設に対し、水域占用許可などの規制緩和の実施 

 

■品川区 

 水辺空間の利活用を促進するための環境整備や仕組みづ
くりに取り組む（品川区長期基本計画より） 

●今後の計画（東京都）

ふ頭の増深改良 

●今後の計画（東京都）

ふ頭の増深改良 

ふ頭用地の拡張 

運河ルネッサンス推進地区(東京都)

資料：PORT OF TOKYO 2011（東京都港湾局）より作成 

   しながわ景観ガイドプラン（品川区 都市計画課）より作成 

   しながわ WEB 写真館より作成 

●八潮団地の開発 

昭和 50年代後半に計画的・一体的に

八潮団地が開発され、みどりや運動場

なども豊富にあり、ファミリー世帯に

良好な住環境が整備された。 

現在では、一時期に一斉にファミリ

ー世帯が入居したことから、品川区内

で最も少子高齢化が進展している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 58年の八潮団地 

 

 

 

 

 

 

埋立中の大井ふ頭（昭和 40年） 

 

 

 

 

 

 

埋立中の品川ふ頭（昭和 33年） 

 

 

 

 

 

 

勝島運河の埋立工事（昭和 52年）

運河ルネッサンス推進地区（東京都）

昭和6年～昭和20年までに造成

昭和 21年～昭和 35年までに造成

昭和 36年～昭和 45年までに造成

昭和 46年以降に造成
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